
利用学習計画書 
 

                                                    平成２５年６月６日 

                                               担当 第６学年 門真 桂子 

１ ねらい 

  ・身近に残された遺跡や遺物にふれることにより、旧石器時代・縄文時代の

人々の生活の様子を調べ、当時の暮らしや社会の様子について理解を深め

る。 

・石器や土器作りなどの体験活動を通して、旧石器時代・縄文時代の人々の

知恵を学び、歴史学習への興味関心を高める。 

 

２ 評価 

  両施設の見学と体験学習を通して、旧石器時代・縄文時代の人々の理解を深

めるとともに、歴史に対する興味関心を高めることができたか。 

 

３ 学習活動について 

  社会科「縄文のむらから古墳のくにへ」の発展学習として位置づける。 

 

４ 事前指導 

・旧石器時代や縄文時代の人々の生活について、これまでの学習を振り返る。 

・富沢遺跡や山田上ノ台遺跡について調べる。 

 

５ 当日の指導（活動）内容 

  （１）地底の森ミュージアム 

       １）見学学習：全体で館職員の説明を聞きながら、地下展示室の見学 
            学習ノートを利用して、１階展示室の見学 

     ２）体験学習：石器作り体験 

  （２）縄文の森広場 

     １）見学学習：学習ノートを利用して、野外展示及び館内の展示見学 

      ２）体験学習：土器作り 

 

６ 当日の交通手段 貸し切りバス 

 

７ 事後指導 

・学習ノートや体験したことを基に、学習のまとめをする。       

・調べたことや体験したことを新聞に 
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                                                   平成２５年８月２０日 

                                              担当 第６学年 門真 桂子 

１ 事後指導について 

（１）実施日 

     平成２５年６月８日・１０日 

（２）主な内容 

・社会科の授業で、縄文時代の前に旧石器時代があった事を確認し、感想

を発表し合う。 

・見学した事や石器づくり・土器作りの体験した事について振り返り、感

想を発表し合う。 

・学習ノートをまとめる。 

 

２ 送付する資料 

学級通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


